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2014年8月
広島土砂災害(前線、台風)
1時間雨量：121ミリ
死者：74名
◆避難情報

頻発する激甚洪水氾濫・土砂災害
(写真はすべて国交省資料）

2013年10月
伊豆大島土砂災害（台風）
24時間雨量：824ミリ
死者行方不明：39名
◆避難情報

2015年9月
関東・東北地方豪雨(２台風)
24時間雨量：５５１ミリ（栃木県）
死者：8名
◆避難情報
1339名(ヘリ)、2919名(ボート)
2016年8月
北海道・東北地方豪雨(4台風)
７２時間雨量：251ミリ（岩泉）
死者不明：27名
◆要配慮者施設、地域経済・物流

2017年7月
九州北部豪雨(梅雨前線)
6時間雨量：299ミリ（日田）
死者不明：42名
◆土砂・河川氾濫複合災害

2014年11月：土砂災害防止法改正
・土砂災害危険性の明示
・避難勧告発令・避難体制の支援

2015年1月：新たなステージに対応
した防災・減災の在り方

・命を守る
・社会経済の壊滅的な被害を回避

2015年５月：水防法改正
・最大規模の洪水･内水･高潮対策
・地下街等の避難確保・浸水防止

2015年７月：想定最大外力
策定手法を提示

2015年１２月「水防災意識社会」の
再構築(一級河川)

・避難行動直結型ハザードマップ
・危機管理型ハード

2017年１月「水防災意識社会」の
再構築(中小河川等)

・逃げ遅れゼロ
・地域社会機能の継続性確保

2017年5月水防法改正
・大規模氾濫減災協議会
・要配慮者施設避難計画・訓練
・復旧工事などの代行制度



気象庁資料

倉敷市真備町

広島県

広島市安佐北区

安芸郡熊野町

破堤浸水

土石流等

愛媛県

土石流等

宇和島市吉田町

越流浸水

岡山県

大洲市東大洲

平成３０年７月豪雨
(写真はすべて国交省資料）
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June 06 June 07 June 08
活発な梅雨前線が長期にわたって停滞

500hPa

北と南に位置する高気圧による
強風と海面蒸発量の偏差

1958以来、最大規模
の水蒸気の収束.

Convergence

1958 to 2017 2018

東京大学中村尚教授提供

亜寒帯ジェット気流と亜熱帯ジェット気流
の蛇行パターン
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〇堤防決壊：14箇所
• 国管理河川：12箇所

（10月20日仮堤防完成）
• 都道府県管理河川：128箇所

(11月08日仮堤防完成)
〇土砂災害：962箇所
（内閣府資料：12月12日15:00）

頻発する激甚洪水氾濫・土砂災害

7

・日本中いたる所で豪雨災害が頻発。例外はない。
・広域の同時多発災害では、救助や支援が遅れる場合がある。自助・共助力増強が必須。

124地点で過去最大雨量

120地点で過去最大雨量

台風19号＋10月低気圧大雨
〇死者・行方不明：102名
〇住宅全・半壊：28,079棟
〇住宅床上浸水：12,817棟

平成30年7月豪雨災害

台風19号災害

47箇所

2,581箇所

台風19号災害

245名
18,010棟
7,100棟

気象庁資料
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CSIRO_MK3_5

２４の気候変動予測モデルを用いて算出された
6-7月の雨量の平均値(1981-2000)
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モデル計算値補正前観測月雨量 モデル計算値補正後

気候変動予測モデル出力の誤差補正（地域分布）
（1981-2000年の9月の20年間平均月降雨量）

from Patricia, Thanda, Rasmy



国交省による治水計画の変更

文科省、気象庁、環境省による気候変動予測

現実 体験 行動

データ

統合

仮想体験

仮想

科学技術突破力

科学技術実装力

Society 5.0

データプラットフォーム
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池田ダム地点での洪水流量：20年間の上位20位
現在(1981-2000)ー将来(2046-2065) 単位(㎥/秒)

洪水の激化の
可能性はかなり
高い

from Patricia, Thanda, Rasmy
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from Patricia, Thanda, Rasmy
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高知工科大
那須教授と
の共同研究

高松市: 2060年の渇水予測
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＊経済的ダメージは、2005年の各県における
取水制限、用途間調整に基づき予測
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渇水： ２０８万トン 「５２日数」

最も厳しいモデルの２０年間の
最も厳しい年のケース
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AR4: 40TB

AR5: 2.6PB

大容量(volume) 正確(veracity)多様(variety) 高速(velocity)

科学・技術グループと政策決定者・実務者・市民・企業との協働の場
DIAS



量的
施策

質的
施策成長

質の高い成長
Ｑｕａｌｉｔｙ Growth

レジリエンス

戦後の激甚水災害対応

既往最大

気候変動によるハザードの激甚化

少子高齢化による社会の脆弱化

持続可能性

包摂性

科学技術の突破力・実装
力

高度経済成長

新たな経済成長モデル

Society 5.0

確率論＋流出解析(1958)

水害被害調査(1961)

治水経済調査(1961,1962)

治山・治水緊急措置法(1960)
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